
主催：スマ・エコ シティつくば研究学園区会／一般社団法人城野ひとまちネット
共催：共催：研究学園4丁目区会連絡会、 研究学園エリア区会連絡会事務局

北九州市城野地区 つくば市研究学園

環境配慮など
の現代的課題への対応

住民主導によって持続可能な
まちを育てていくため 先導モデル街区同
士の実践事例の共有

日時：2020年8月23日
13：30～15：00

参加無料

オンライン開催

申込：
申込受付は、QRコード先のPeatixにより
行います。登録を行った方にミーティング
URL情報が共有されます。

プログラム

13：30 挨拶・趣旨説明

13：40 事例紹介①
北九州城野地区の取り組み

14：10 事例紹介②
つくばの取り組み

14：40 質疑応答

15：00 終了

サスティナブル・コミュニティ・フォーラム2020
持続可能なまちをつくるために私たちにできること
～北九州とつくばの先導モデルタウンの実践に学ぶ～

右QRコードから
お申込ください



話題提供者紹介

＜つくば・研究学園＞

＜北九州・城野地区＞

仲村 健
スマ・エコ シティつくば研究学園区会元区長（第2期～第5期：初動期のコミュニティ形成
に尽力）、研究学園4丁目区会連絡会会長、学園の森義務教育学校PTA本部副代表など
地域コミュニティ活動に関わる。現在、筑波大学大学院博士後期課程（社会工学学位プロ
グラム）在学中。前々職、前職などでは開発企画・まちづくりに関する業務に従事してきた。

磐田朋子
芝浦工業大学システム理工学部准教授博士（環境学 ）。専門 はエネルギー学、システム
工学。 住宅および建築物のエネルギー需要制御システム、分散型再生可能エネルギーの
利活用システムなどを研究課題としており、その一環としてスマ・エコシティつくば研究学
園のエネルギーモニタリング調査を担当した。

太田信知
一般社団法人城野ひとまちネット統括タウンマネージャー。本職はお坊さん。
前職では、島根県隠岐郡海士町で地域おこし協力隊として高校の寮改革に取り組む。
主に学校では学べないような事を地域から学び、学んだ事を実践して地域に還元する活
動を行った。城野地区でも、新たに北九州市立大学と連携し、還元活動を行っている。

牛房義明
北九州市立大学経済学部教授 博士（経済学）専門は環境経済学、公共経済学、エネル
ギー経済学。「スマートコミュニティにおける住宅の節電省エネ型ライフタイルデザインの実
証研究」など現在取り組み課題としている。城野地区住民でもあり、現在、城野ひとまち
ネット代表理事、ボンジョーノ町内会長に就いている。

みんなの未来区ボン・ジョーノ（北九州市城野地区）
JR小倉駅の南方約3km、JR城野駅の北側徒歩1分に位置し、「環境未来
都市北九州市」の主要プロジェクトであり北九州市都市計画事業城野駅北
土地区画整理事業（事業面積：約18.9ha）として整備された街区。
本事業では、さまざまな低炭素技術や方策を総合的に取り入れることにより、
ゼロ・カーボンを目指した先進の住宅街区「ゼロ・カーボン先進街区」の形
成に資することを目的としています。現在は約510戸が入居し、最終的には、
全体で約850戸の街区になる予定。

スマ・エコ シティつくば研究学園（つくば市研究学園・葛城地区）
つくばエクスプレス研究学園駅の北西方約1.5km徒歩15分に位置し、
「環境モデル都市・つくば」において「コミュニティ型低炭素モデル街区」
に位置づけられ、先導モデル街区として整備された。2013年12月まち
びらき、2014年4月に住民がまちの共用施設を維持管理･運営する団
地管理組合法人や、コミュニティイベント等を行う区会、まちなみや住環
境の保全活動を行う景観協定運営委員会を結成し、一体となって活動
し、コミュニティ活動としては7期目に入っている。その活動については国
土交通省まちづくり月間行事の一環である「第15回住まいのまちなみ
コンクール」（主催：まちづくり月間全国的行事実行委員会他）において
「住まいのまちなみ賞」受賞するなど外部からも評価を得ている。

事例紹介対象地紹介


